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讃
五
経
正
義
札
記
　
(
六
)

-
國
立
編
譚
館
主
編
『
分
段
標
鮎
本
十
三
経
注
疏
』
管
見
-

8
　
国
立
編
譚
館
主
編
『
分
段
標
鮎
本
十
三
経
注
疏
』
管
見

前
稿
札
記
　
(
四
)
　
(
五
)
　
で
は
、
《
十
三
経
注
疏
》
整
理
委
員
会
　
(
李
学
勤
主

編
)
『
標
点
本
十
三
経
注
疏
』
の
　
「
簡
体
版
」
と
「
繁
体
版
」
を
瞥
見
し
た
が
、

ほ
ぼ
同
時
期
に
、
台
湾
の
新
文
竪
出
版
公
司
よ
り
、
「
中
華
叢
書
」
と
し
て
「
十

三
経
注
疏
分
段
標
鮎
本
」
　
(
國
立
編
譚
館
主
編
)
　
が
公
刊
さ
れ
た
。
曽
済
群
氏
の

「
序
」
　
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
国
立
編
訳
館
が
国
立
師
範
大
学
の
周
何
教
授
等
十

一
人
.
(
後
に
十
人
)
　
の
経
学
尊
家
に
要
請
し
て
十
三
経
工
作
小
組
を
編
成
し
、

阪
元
刻
本
を
底
本
に
し
た
六
工
作
、

(五)(三)(一)

十
三
経
注
疏
分
段
標
点

十
三
経
導
読

十
三
経
詰
林

(六)(四)(二)

十
三
経
資
料
彙
編

十
三
経
新
注
新
訳

十
三
経
分
類
研
究

の
う
ち
の
第
一
段
階
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
こ
と
に
壮
大
な
計
画
で
あ
り
、

経
学
分
野
の
研
究
に
と
っ
て
は
朗
報
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
札
記
(
六
)
　
で
は
前
稿
に
続
け
て
、
こ
の
　
「
十
三
経
注
疏
分
段
標

鮎
本
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

野
間
　
文
史

な
お
李
学
勤
主
編
本
の
名
称
中
に
「
標
点
本
」
の
名
称
を
含
ん
で
い
る
た
め
、

前
稿
で
は
こ
れ
を
「
標
点
本
」
と
呼
称
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
の
台
湾

本
「
十
三
繹
注
疏
分
段
標
鮎
本
」
　
に
も
、
や
は
り
　
「
標
点
本
」
　
の
名
称
が
見
え

る
。
そ
こ
で
本
札
記
で
は
、
前
稿
と
の
関
係
上
や
は
り
李
学
勤
本
を
「
標
点
本
」

と
呼
び
、
こ
の
た
び
の
台
湾
本
を
　
「
分
段
本
」
　
と
名
付
け
て
両
本
を
区
別
す
る

こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
　
「
標
点
」
す
な
わ
ち
句
読
点
等
の
符
号
を
、
こ
れ
ま
た

「
標
点
本
」
　
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
本
札
記
で
は
敢
え
て
　
「
校
点
」
　
と
言

い
換
え
る
。

◇

先
ず
校
点
者
に
つ
い
て
。
「
標
点
本
」
　
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
の
　
「
分
段
本
」
　
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
書
の
校
点
者
諸
氏
の
分
担
が
以
下
の
よ

う
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

『
周
易
正
義
』
-
邱
壁
友

『
尚
書
正
義
』
-
許
鉄
輝

『
毛
詩
正
義
』
『
春
秋
公
羊
侍
注
疏
』
『
春
秋
穀
染
侍
注
疏
』
-
周
何

『
周
穏
注
疏
』
『
儀
穏
注
疏
』
-
邱
徳
修
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『
穏
記
正
義
』
-
田
博
元

『
春
秋
左
侍
正
義
』
-
沈
秋
雄

『
論
語
注
疏
』
-
張
文
彬

『
孝
経
注
疏
』
-
陳
弘
治

『
爾
雅
注
疏
』
I
董
俊
彦

『
孟
子
注
疏
』
-
林
所
乾

校
点
事
業
は
統
一
的
方
針
の
も
と
に
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
か

ん
せ
ん
　
「
十
三
経
注
疏
」
　
は
膨
大
な
分
量
で
あ
り
、
当
然
多
人
数
の
手
に
な
る

作
業
で
あ
る
以
上
、
や
は
り
そ
の
出
来
栄
え
に
精
粗
は
さ
け
ら
れ
な
い
。

た
と
え
ば
五
経
正
義
の
序
は
ほ
ぼ
同
じ
形
式
の
文
章
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い

る
が
、
「
分
段
本
」
　
の
校
点
は
以
下
の
よ
う
に
異
な
る
。
順
次
『
周
易
』
・
『
尚

書
』
・
『
毛
詩
』
・
『
鵡
記
』
・
『
左
侍
』
　
の
　
「
正
義
序
」
　
の
結
末
部
分
で
あ
る
。
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右
の
う
ち
、
強
い
て
い
え
ば
三
例
日
の
『
毛
詩
正
義
』
序
の
校
点
が
正
し
い
。

よ
り
正
確
に
は
、
「
輿
～
等
、
封
勅
使
超
弘
智
、
覆
更
詳
審
、
」
　
と
句
読
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
現
に
　
「
標
点
本
」
　
で
は
五
『
正
義
』
序
と
も
に
こ
の
よ
う
に
校

点
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
こ
れ
ま
で
句
読
を
施
し
た
　
「
十
三
経
注
疏
本
」
　
と
し
て
は
乾
隆
四

年
刊
の
殿
版
が
有
る
が
、
意
外
な
こ
と
に
「
標
点
本
」
「
分
段
本
」
　
い
ず
れ
も
、

こ
れ
を
参
照
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

◇

「
分
段
本
」
　
の
底
本
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
阪
元
刻
　
「
嘉
慶

本
」
　
で
あ
る
。
阪
刻
本
、
そ
し
て
こ
れ
に
由
来
す
る
諸
版
本
の
問
題
点
に
つ
い

て
は
、
本
札
記
　
(
四
)
　
第
一
節
で
も
言
及
し
た
が
、
こ
の
　
「
分
段
本
」
　
の
底
本

は
原
刻
「
嘉
慶
二
十
年
開
離
本
」
　
で
あ
る
。
今
一
度
諸
版
本
を
整
理
し
て
み
よ

ーつ。

慶
二
十
年
開
離

文
印
書
館
影
印

央
研
究
院
資
料

刊
本
以
降
の
版

(
数
種
類
)

問
剛
凶
(
数
種
類
)

「

同
風
闇
開
園
剛
甲
-
⊥
目
日

原
刻
「
嘉
慶
本
」
　
の
誤
刻
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
『
春
秋
左
侍
正
義
』
全
六

十
巻
を
例
と
し
て
挙
げ
た
が
、
「
道
光
重
刊
本
」
以
降
の
版
本
に
基
づ
い
た
「
標

点
本
」
　
に
比
べ
、
「
分
段
本
」
　
に
は
原
刻
本
に
存
在
す
る
誤
刻
の
訂
正
は
ほ
と

ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
超
麗
雲
氏
の
　
「
序
」
　
に
、
「
原
本
の
内
容
を
そ
こ
な

わ
な
い
と
い
う
原
則
の
下
、
新
式
標
点
符
号
と
分
段
方
式
に
よ
っ
て
整
理
し
た
」

と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
分
段
本
」
　
の
本
文
は
原
刻
「
嘉
慶
二
十
年
開
離

本
」
　
に
限
り
な
く
近
い
。

◇

さ
て
　
「
分
段
本
」
　
の
名
称
は
、
「
嘉
慶
本
」
　
を
底
本
と
す
る
も
の
の
、
経
文

・
伝
文
や
琉
文
　
(
さ
ら
に
釈
文
・
校
勘
記
)
　
を
適
宜
分
割
し
、
ま
た
経
文
・
伝
文

の
中
に
割
注
の
形
で
挿
入
さ
れ
て
い
た
注
文
を
、
番
号
を
付
し
て
ひ
と
ま
と
め

に
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
の
顧
譲
剛
主
編
　
「
校
点
本
二

十
四
史
」
　
の
形
式
と
い
っ
た
方
が
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
か
。
経
伝
文
が
通

読
し
や
す
く
な
っ
た
の
が
、
こ
の
、
「
分
段
本
」
　
の
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

形
式
は
　
「
嘉
慶
本
」
　
を
大
幅
に
組
み
換
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
　
【
脛
】
　
【
記
】
　
【
侍
】
　
【
注
】
　
【
繹
文
】
　
【
疏
】
　
【
校
】
　
と
い
う
目
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
を
区
別
し
て
お
り
、
【
経
】
文
・
【
記
】
文
∴
侍
】

文
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
【
繹
文
】
　
の
見
出
し
字
と
　
【
琉
】
　
文
の
　
「
標
起
止
」
　
は
丸

ゴ
シ
ッ
ク
体
で
　
【
注
】
　
文
・
【
疏
】
　
文
と
区
別
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
B

5
版
、
上
下
の
二
段
組
み
2
1
行
、
そ
し
て
罫
線
の
施
さ
れ
て
い
る
の
が
　
「
標
点

本
」
　
と
異
な
る
。
阪
元
校
勘
記
の
部
分
　
(
【
校
】
　
の
形
式
は
各
銃
で
異
な
る
)
　
は

傍
注
の
形
で
区
別
し
た
方
が
、
本
文
と
紛
ら
わ
し
く
な
く
て
よ
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
ま
た
罫
線
は
不
要
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
思
う
が
、
い
か
が
で
あ
ろ

う
か
。ま

た
標
点
符
号
の
中
に
「
　
-
　
」
や
「
　
…
　
」
が
有
っ
て
、
人
名
と
書
名
・

篇
名
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。
「
標
点
本
」
　
と
異
な
り
、
人
名
の
表
記
が
有
る
こ
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と
が
　
「
分
段
本
」
　
の
　
「
標
点
本
」
　
に
勝
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
逆
に
、
「
標
点

本
」
　
に
は
有
る
引
書
の
引
用
部
分
の
表
記
が
無
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。し

た
が
っ
て
固
有
名
詞
・
引
用
文
の
表
記
に
関
し
て
い
え
ば
、
「
標
点
本
」

・
「
分
段
本
」
は
と
も
に
「
校
点
本
二
十
四
史
」
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
。

な
お
　
「
凡
例
」
　
に
お
い
て
、
「
原
文
に
詭
誤
が
有
っ
て
、
し
か
も
玩
校
未
見

の
も
の
は
、
正
字
を
壽
字
の
下
に
列
し
て
　
【
　
】
　
で
表
示
し
た
」
　
と
か
、
「
疏

文
に
錯
簡
が
有
っ
て
、
し
か
も
阪
校
未
見
の
も
の
は
、
そ
の
文
字
を
正
し
い
位

置
に
移
し
て
、
(
　
)
　
を
加
え
た
」
　
と
説
明
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う

な
部
分
は
極
め
て
少
な
く
、
ほ
ぼ
原
刻
「
嘉
慶
本
」
　
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
既

述
し
た
が
、
そ
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

◇

前
稿
札
記
(
四
)
で
は
、
先
ず
院
元
校
勘
記
以
降
の
諸
業
績
を
紹
介
し
、
「
標

点
本
」
が
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
に
い
さ
さ
か
苦
言
を
呈
し
た
つ
も

り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
山
(
周
易
正
義
宇
○
浮
・
簡
体
版
9
7
頁
・
繁
体
版
二
四
頁
)

・
同
山
(
論
語
注
疏
-
主
〕
a
・
簡
体
版
1
9
8
頁
・
繁
体
版
二
二
買
)
・
圀
(
論
語
注
疏

-
書
評
・
簡
体
版
2
～
2
頁
・
繁
体
版
二
八
八
頁
)
は
、
い
ず
れ
も
阪
元
本
に
優
る
善
本
の

例
の
紹
介
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
孫
詰
譲
『
十
三
経
注
疏
校
記
』
を
利
用

す
る
の
み
の
　
「
標
点
本
」
　
の
不
備
を
指
摘
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
「
嘉
慶
本
」

を
底
本
と
し
、
ほ
と
ん
ど
玩
校
に
基
づ
く
の
み
の
「
分
段
本
」
に
も
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
こ
の
苦
言
は
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
。
岡
山
(
分
段
本
亘
頁
上
段
)

・
同
山
(
分
段
本
蔓
完
l
　
上
段
)
・
同
山
(
分
段
本
四
裏
下
段
)
。

た
だ
　
「
標
点
本
」
　
に
は
、
院
校
が
言
及
す
る
誤
刻
・
脱
文
等
に
つ
い
て
、
校

勘
記
に
依
拠
し
て
修
正
を
施
す
場
合
が
有
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
札

記
(
五
)
で
は
『
周
易
正
義
』
か
ら
同
山
(
周
易
正
義
宇
〇
号
e
a
・
簡
体
版
1
4
1

頁
・
繁
体
版
芸
五
頁
)
　
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
　
「
分
段
本
」
　
で
は
、
基
本

的
に
「
嘉
慶
本
」
の
ま
ま
に
標
点
を
施
し
、
阪
校
を
付
記
す
る
の
み
で
あ
る
(
分

段
本
二
八
一
貫
下
段
)
。
趨
麗
雲
氏
の
　
「
序
」
　
に
、
「
原
本
の
内
容
を
そ
こ
な
わ
な
い

と
い
う
原
則
の
下
、
新
式
標
点
符
号
と
分
段
方
式
に
よ
っ
て
整
理
し
た
」
　
と
い

う
説
明
は
す
で
に
引
用
し
た
が
、
誤
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
ま
ま
に
句
読
を
加
え
る

こ
と
に
は
、
や
は
り
無
理
が
有
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
阪
元
が
見
る
に
及
ば
な
か
っ
た
善
本
を
利
用
す
る
こ
と
も
せ
ず

(
闘
皿
論
語
疏
宇
O
U
b
・
繁
体
版
三
三
頁
・
分
段
本
6
3
頁
下
段
)
、
ま
た
玩
元
校
勘
記
以

降
の
諸
業
績
を
踏
ま
え
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
「
標
点
本
」

「
分
段
本
」
　
の
不
備
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

◇

嘉
慶
本
に
は
誤
刻
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
気
づ
か
な

い
で
句
読
を
施
す
と
、
当
然
そ
の
句
読
に
誤
り
が
生
じ
る
と
し
て
、
前
稿
で
は

岡
田
(
春
秋
正
義
至
ど
簡
体
版
1
7
1
・
1
7
2
貢
・
繁
体
版
亘
頁
下
段
)
・
同
皿
(
春
秋

正
義
U
N
・
〓
b
・
簡
体
版
5
2
3
頁
・
繁
体
版
七
一
七
頁
上
段
)
・
圀
(
春
秋
正
義
寧
-
O
T
筒

体
版
7
8
2
頁
・
繁
体
版
八
九
八
頁
上
段
)
の
三
例
を
挙
げ
た
。

そ
し
て
　
「
分
段
本
」
　
も
ま
た
誤
刻
字
の
ま
ま
に
句
読
を
施
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
も
っ
と
も
句
読
の
誤
り
に
関
し
て
い
え
ば
、
岡
田
(
分
段
本
二
天
頁
下
段
)

・
岡
山
(
分
段
本
九
九
三
貢
下
段
)
の
例
は
正
し
い
が
、
岡
凶
(
分
段
本
三
四
四
頁
上
段
)

で
は
　
「
標
点
本
」
　
と
同
様
、
句
読
も
誤
っ
て
い
る
。

た
だ
し
　
「
分
段
本
」
　
に
は
稀
な
こ
と
で
あ
る
が
、
誤
刻
を
指
摘
す
る
場
合
も

無
い
で
は
な
い
。
前
稿
で
挙
げ
た
岡
且
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
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固
托
武
丁
時
則
有
若
甘
盤
〔
高
宗
即
位
甘
盤
佐
之
後
有
博
説
〕

●

○
侍
高
宗
至
停
説
○
正
義
日
孔
命
篇
高
宗
云
台
小
子
啓
學
干
甘
盤
既
乃
遊

於
荒
野
高
宗
未
立
之
前
巳
有
甘
盤
免
喪
不
言
乃
求
侍
説
明
其
即
位
之
初
有

甘
盤
佐
之
甘
盤
卒
後
有
博
説
…
…
(
尚
書
正
義
-
チ
ビ
a
)

『
正
義
』
冒
頭
の
　
「
孔
」
字
は
　
「
説
」
字
の
誤
り
で
、
こ
れ
を
正
し
て
句
読

を
施
す
と
以
下
の
通
り
。

●

○
正
義
日
、
説
命
篇
、
高
宗
云
「
台
小
子
菖
學
干
甘
盤
、
既
乃
遊
於
荒
野
」
。

高
宗
未
立
之
前
、
巳
有
甘
盤
。
免
喪
不
言
、
乃
求
博
説
。
明
其
即
位
之
初
、

有
「
甘
盤
佐
之
」
。
甘
盤
卒
、
「
後
有
博
説
」
。

「
分
段
本
」
　
(
登
玉
頁
上
段
)
　
も
ま
た
誤
刻
を
指
摘
し
て
以
下
の
よ
う
に
表
記

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
孔
安
国
伝
を
踏
ま
え
た
疏
文
の
句
読
は
誤
っ
て
い
る

の
で
あ
る
が
。

◇

「
分
段
本
」
　
(
i
波
線
符
号
)
も
「
標
点
本
」
　
(
《
》
符
号
)
と
同
様
、
書

名
を
表
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
札
記
　
(
四
)
　
「
三
　
書
名
の
確
定
」
　
で
挙
げ
た

同
山
～
岡
田
の
「
書
侍
」
の
例
を
、
「
分
段
本
」
で
は
ど
の
よ
う
に
表
記
し
て

い
る
か
調
べ
て
み
よ
う
。
こ
れ
ま
た
前
稿
と
の
重
複
を
い
と
わ
ず
、
本
文
を
以

下
に
掲
げ
る
。

同
山
偏
槍
今
之
宗
、
無
尭
即
位
之
年
。
孔
氏
博
考
軍
書
作
鳥
此
侍
、
言
「
尭

年
十
六
以
唐
侯
升
鳥
天
子
」
、
必
昔
有
所
案
接
。
未
知
出
何
書
。
(
尚
書
正

義
O
N
-
N
訂
)

圀
如
史
記
之
言
、
則
孔
子
之
前
詩
篇
多
兵
。
案
か
御
所
引
之
詩
、
見
在
者
多
、

ノ

亡
逸
者
少
、
則
孔
子
所
録
、
不
容
十
分
去
九
。
馬
遷
言
「
古
詩
三
千
線
篇
」
、

未
可
信
也
。
(
毛
詩
正
義
詩
譜
序
○
∽
b
)

圀
唐
叔
得
未
、
異
畝
同
頴
。
〔
唐
叔
成
王
母
弟
。
食
邑
内
得
異
禾
也
。
畝
輿

穎
穏
也
。
禾
各
生
一
聾
而
合
鳥
一
種
。
〕

正
義
日
、
昭
十
五
年
左
侍
云
　
「
叔
父
唐
叔
成
王
之
母
弟
」
。
指
言
　
「
唐
叔

●
●

得
禾
」
、
知
其
所
　
「
食
邑
内
得
異
禾
」
　
也
。
唐
叔
食
邑
、
書
侍
無
文
。
詩

述
后
稜
種
禾
於
　
「
安
秀
」
　
之
下
、
乃
言
　
「
質
穎
」
。
毛
侍
云
　
「
穎
垂
」
、

言
穏
重
而
垂
、
是
　
「
穎
」
鳥
　
「
穂
」
　
也
。
「
禾
各
生
一
望
而
合
鳥
一
種
」
、

●
●

言
其
異
也
。
書
侍
云
　
「
成
王
之
時
有
三
苗
貫
桑
菓
而
生
、
同
島
一
種
。
其

大
盈
車
、
長
幾
充
箱
。
民
得
而
上
諸
成
王
」
。
下
侍
云
　
「
抜
而
貫
之
」
。

●
●

若
是
盈
車
之
積
、
不
可
手
技
而
貢
。
孔
不
用
書
侍
鳥
説
也
。
(
尚
書
正
義

-
い
.
N
邊
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こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
「
書
侍
」
に
つ
い
て
は
、
岡
山
・
岡
凶
と
岡
皿
の
最
初

の
例
を
併
せ
た
三
例
が
い
ず
れ
も
「
文
献
」
「
古
典
」
を
意
味
し
、
岡
田
の
後

者
の
二
例
が
『
尚
書
大
伝
』
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
稿
で
説
明
し
た
。
と

こ
ろ
が
こ
れ
を
「
分
段
本
」
は
以
下
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
書

侍
」
　
へ
の
波
線
の
付
け
方
に
も
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
岡
山
(
分
段
本
七
四

頁
下
段
)
・
岡
田
(
分
段
本
〓
頁
上
段
)
・
岡
田
(
分
段
本
至
六
頁
上
段
)
。

し
た
が
っ
て
、
正
し
い
表
記
は
岡
田
の
「
書
侍
無
文
」
と
「
l
孔
不
用
捨
撫
烏

説
也
」
　
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
前
稿
で
は
「
標
点
本
」
　
の
　
「
引
用
部
分
の
確
定
」
　
に
関
す
る
問
題
点

に
つ
い
て
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
「
分
段
本
」
　
は
既
述
の
通
り
。
意
外
な
こ

と
に
、
そ
し
て
極
め
て
遺
憾
な
こ
と
に
、
書
名
・
人
名
の
表
記
は
有
る
も
の
の
、

そ
の
引
用
部
分
を
表
示
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
校
点
本
と
し
て
は
重
大
な
欠
陥

で
あ
ろ
う
。
引
用
部
分
の
確
定
は
、
現
存
文
献
の
場
合
、
そ
の
原
典
に
当
た
れ

ば
解
決
で
き
る
が
　
(
そ
れ
を
怠
っ
て
い
る
場
合
も
多
か
っ
た
)
、
侠
書
の
場
合
、
そ

れ
が
容
易
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
札
記
　
(
こ
　
2
節
で
言
及
し
た
。

も
っ
と
も
「
分
断
本
」
も
稀
に
で
は
あ
る
が
、
引
用
部
分
を
表
記
す
る
こ
と
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が
有
る
　
(
そ
の
規
準
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
)
。

上
に
一
例
と
し
て
、
『
周
易
正
義
』
序
の
八
論
の
う
ち
の
　
「
第
二
論
重
卦
之

人
」
　
の
末
尾
の
文
章
(
分
段
本
一
一
頁
上
・
下
段
)
を
挙
げ
た
。

た
だ
し
、
こ
こ
に
は
引
用
符
号
に
間
違
い
が
有
る
。
ひ
と
つ
は
「
孔
安
国
書

序
～
」
　
(
三
行
目
)
　
の
引
用
の
後
の
「
又
日
」
は
「
謂
之
三
墳
」
(
六
行
目
)
ま

で
で
あ
る
こ
と
、
ふ
た
つ
め
、
「
但
云
」
　
(
一
〇
行
目
)
　
以
下
は
引
用
文
で
は
な

い
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
後
者
の
部
分
、
上
文
か
ら
訓
読
す
れ
ば
、
「
何
に

因
り
て
易
経
等
は
歴
す
る
所
の
三
聖
を
数
ふ
る
に
、
但
だ
伏
犠
・
文
王
・
孔
子
を

云
ふ
の
み
に
て
、
寛
に
神
農
に
及
ば
ざ
る
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ

て
句
読
に
も
誤
り
が
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
校
点
本
」
は
誤
っ
て
い
な
い
。

つ
い
で
に
い
え
ば
、
二
カ
所
に
見
え
る
「
繋
辞
」
　
(
九
行
目
・
最
終
行
)
　
は
十

巽
「
繋
辞
侍
」
で
は
な
く
、
経
文
の
卦
辞
・
文
辞
を
指
し
て
お
り
、
「
辞
を
繁

く
」
　
の
意
味
。
波
線
符
号
は
、
あ
る
い
は
誤
解
を
招
く
か
も
し
れ
な
い
　
(
こ
れ

は
「
校
点
本
」
も
同
様
)
。
参
考
ま
で
に
筆
者
の
校
点
文
を
以
下
に
。

・
下
繋
云
「
上
古
結
縄
而
治
。
後
世
聖
人
易
之
以
書
契
、
蓋
取
諸
央
」
。
既
象

央
卦
而
造
書
契
、
伏
犠
有
事
契
、
則
有
央
卦
臭
。
故
孔
安
國
書
序
云
「
古
者

伏
犠
氏
之
王
天
下
也
、
始
童
八
卦
、
造
書
契
以
代
結
縄
之
政
」
。
又
日
「
伏

犠
・
神
農
・
黄
帝
之
書
、
謂
之
三
墳
」
是
也
。
又
八
卦
小
成
、
交
象
未
備
、
重

三
成
六
、
能
事
畢
兵
。
若
言
重
卦
起
自
神
農
、
其
鳥
功
也
、
豊
比
繋
辟
而
巳

哉
。
何
因
易
緒
等
、
敷
所
歴
三
聖
、
但
云
伏
犠
・
文
王
・
孔
子
、
寛
不
及
神
農
。

明
神
農
但
有
「
蓋
取
諸
益
」
、
不
重
卦
臭
。
故
今
依
王
輔
嗣
、
以
伏
犠
既
室

八
卦
、
即
日
重
篤
六
十
四
卦
、
鳥
得
其
安
。
其
重
卦
之
意
、
備
在
説
卦
、
此

不
具
叙
。
伏
犠
之
時
、
道
尚
質
素
、
室
卦
重
文
、
足
以
垂
法
。
後
代
涛
靴
、

徳
不
知
古
、
交
象
不
足
以
鳥
教
、
故
作
繋
辞
以
明
之
。
(
易
序
・
〇
㌍
b
)
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◇

校
点
本
の
価
値
は
、
や
は
り
な
ん
と
い
っ
て
も
句
読
の
正
確
さ
に
か
か
っ
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
完
壁
の
期
し
が
た
い
こ
と
は
、
「
疏
」
　
文
読
解
に
悪
戦
苦

闘
し
た
経
験
を
持
つ
者
な
ら
誰
し
も
容
易
に
想
像
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
残
念
な
が
ら
　
「
標
点
本
」
　
に
も
句
読
の
誤
り
が
少

な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
さ
て
こ
の
　
「
分
段
本
」
　
は
い
か
が
で
あ

ろ
う
か
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
短
期
間
の
う
ち
に
全
文
を
検
討
す
る
こ
と
は
不
可
能
な

の
で
、
い
ま
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
『
春
秋
左
侍
正
義
』
巻
二
の
中
か
ら
筆
者
が

句
読
の
誤
り
と
判
断
し
た
も
の
を
紹
介
し
よ
う
。
(
た
だ
し
以
下
に
引
用
す
る
「
分

段
本
」
　
の
文
章
の
表
記
中
、
波
線
・
傍
線
は
省
略
し
て
い
る
。
傍
点
は
筆
者
。
)

間
脳
五
経
題
篇
皆
出
注
者
之
意
,
人
各
有
心
,
故
題
無
常
準
。
此
本
経
侍
別
行
,

則
経
侍
各
自
有
題
.
注
者
以
意
裁
定
於
本
,
難
可
復
知
.
(
分
段
本
塁
頁
上
段
)

こ
の
例
は
　
「
其
本
」
.
の
上
で
句
読
を
切
る
の
が
正
し
い
　
(
殿
版
参
照
)
。
実

は
こ
の
部
分
、
「
標
点
本
」
　
(
繁
体
版
三
七
頁
上
段
)
　
も
同
様
に
誤
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
以
下
は
筆
者
の
校
定
文
で
あ
る
　
(
後
も
同
様
)
。

・
五
経
題
篇
、
皆
出
注
者
之
意
、
人
各
有
心
、
故
題
無
常
準
。
此
本
経
侍
別
行
、

則
経
侍
各
自
有
題
、
注
者
以
意
裁
定
、
其
本
難
可
復
知
。
(
8
.
0
-
a
.
〇
〇

圀
大
観
欄
典
,
謂
公
羊
、
穀
梁
詭
群
之
言
.
又
非
先
儒
説
.
倉
舟
未
究
丘
明

之
意
.
横
以
二
侍
乱
之
.
乃
錯
綜
微
言
.
著
春
秋
左
氏
脛
侍
集
解
。
(
分
段

本
四
六
頁
上
段
)

こ
の
例
は
　
「
左
氏
」
　
の
下
で
句
読
を
切
る
の
が
正
し
い
。
「
分
段
本
」
　
の
句

読
に
従
う
と
、
「
左
氏
が
丘
明
の
意
を
究
め
て
い
な
い
」
　
と
な
っ
て
、
全
く
意

味
を
な
さ
な
い
。
は
た
せ
る
か
な
殿
版
も
「
標
点
本
」
　
(
繁
体
版
三
八
頁
上
段
)
も
、

以
下
の
筆
者
の
校
定
文
と
同
様
で
あ
る
。

・
大
観
軍
典
、
謂
公
羊
穀
梁
詭
群
之
言
。
又
非
先
儒
説
左
氏
、
未
究
丘
明
之
意
、

横
以
二
侍
乱
之
、
乃
錯
綜
微
言
、
著
春
秋
左
氏
経
侍
集
解
。
(
O
N
.
0
-
7
0
邊

間
脳
経
博
之
説
静
於
.
唯
有
紐
室
之
文
.
皆
無
重
要
之
種
.
故
知
元
妃
死
則
次

妃
掻
治
内
事
。
(
分
段
本
五
〇
頁
上
段
)

句
読
の
切
り
方
に
は
人
に
よ
っ
て
多
少
の
揺
れ
が
有
る
か
ら
、
こ
の
例
は
必

ず
し
も
誤
り
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
諸
侯
」
　
は
下
の
　
「
唯
有
権

室
之
文
」
　
に
続
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
殿
版
参
照
)
。
た
だ
し
　
「
標
点
本
」
　
(
繁

体
版
四
〇
頁
下
段
)
　
も
　
「
分
段
本
」
　
に
同
じ
く
誤
る
。

・
経
博
之
説
、
諸
侯
唯
有
「
船
室
」
之
文
、
皆
無
重
要
之
種
、
故
知
「
元
妃
死
、

則
次
妃
掻
治
内
事
」
。
(
O
N
.
〇
旨
.
O
u
)

間
脳
以
其
手
之
文
理
自
然
成
字
.
有
若
天
之
所
命
.
使
烏
魯
夫
人
。
然
故
嫁
之

於
魯
也
。
(
分
段
本
五
〇
頁
下
段
)

176

こ
の
例
は
「
以
～
、
故
J
L
と
い
う
構
文
の
中
に
さ
ら
に
「
若
～
然
」
と
い

う
構
文
が
有
る
文
章
構
成
で
あ
り
、
句
読
は
以
下
の
筆
者
の
校
定
文
の
通
り
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
間
脳
と
同
様
殿
版
も
「
標
点
本
」
(
繁
体
版
竺
頁
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上
段
)
　
も
正
し
い
句
読
が
施
さ
れ
て
い
る
。

・
以
其
手
之
文
理
自
然
成
字
、
有
若
天
之
所
命
使
鳥
魯
夫
人
然
、
故
嫁
之
於
魯

也
。
(
O
P
O
爵
・
0
8

間
脳
桓
巳
成
人
.
而
斌
隠
即
位
,
乃
要
於
賓
.
自
應
有
長
庶
.
長
庶
故
氏
日
孟
.

(
分
段
本
至
頁
上
段
)

間
脳
繹
例
日
:
魯
君
亮
葬
多
不
順
制
,
唯
成
公
亮
千
路
寝
,
五
月
而
葬
,
國
家

安
静
.
世
適
承
嗣
.
故
樽
見
荘
之
緩
撃
,
成
書
順
以
包
之
。
(
分
段
本
八
三
貢
下

段
)

こ
の
例
は
、
殿
版
で
も
誤
っ
て
　
「
桓
巳
成
人
而
。
耗
隠
即
位
。
乃
要
於
賓
。

自
應
有
長
庶
。
長
庶
故
氏
日
孟
」
と
句
読
す
る
が
、
以
下
の
校
定
文
が
正
し
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
　
「
標
点
本
」
　
は
筆
者
の
校
定
文
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

・
桓
巳
成
人
而
蹴
隠
、
即
位
乃
要
於
賓
、
自
應
有
長
庶
、
長
庶
故
氏
日
孟
、

(
O
N
.
〇
さ
.
〇
巴

間
脳
魯
事
侍
繹
不
書
.
他
皆
倣
此
.
(
分
段
本
七
〇
頁
下
段
)

こ
の
例
で
は
冒
頭
に
「
諸
」
字
の
脱
字
が
有
る
。
こ
の
文
章
は
杜
頭
注
の
「
静

魯
事
侍
繹
不
書
、
他
皆
倣
此
」
　
(
O
N
.
-
u
a
⊥
○
)
　
の
引
用
で
あ
る
。
印
刷
の
過
程

で
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

間
脳
戟
叔
侍
勢
,
部
仲
侍
険
.
か
有
琉
移
怠
慢
之
心
。
(
分
段
本
七
二
頁
下
段
)

こ
の
例
に
は
誤
字
が
有
る
。
「
自
」
　
字
は
　
「
皆
」
　
字
の
誤
り
、
す
な
わ
ち
こ

れ
は
　
「
分
段
本
」
　
の
誤
植
の
例
。

こ
れ
も
「
分
段
本
」
だ
け
が
誤
っ
た
句
読
を
施
し
た
例
で
あ
る
。
殿
本
・
「
標

点
本
」
　
(
繁
体
版
六
六
頁
下
段
)
　
と
も
に
誤
ら
な
い
。

・
繹
例
日
　
「
魯
君
亮
葬
、
多
不
順
制
。
唯
成
公
募
千
路
寝
、
五
月
而
葬
。
國
家

安
静
、
世
道
承
嗣
、
故
樽
見
荘
之
緩
、
學
成
書
順
以
包
之
」
。
(
O
N
.
N
N
a
.
〇
巴

国
儀
穏
士
三
虞
.
則
天
子
諸
侯
皆
同
,
於
此
必
知
然
者
.
(
分
段
本
八
責
下
段
)

こ
の
例
は
間
脳
と
同
様
、
殿
本
と
「
分
段
本
」
が
句
眉
を
誤
り
、
「
標
点
本
」

(
繁
解
版
六
八
貢
上
段
)
が
正
し
い
例
で
あ
る
。
「
必
知
然
者
」
と
い
う
の
は
「
正

義
」
　
中
に
頻
出
す
る
表
現
。

・
儀
躍
　
「
士
三
虞
」
、
則
天
子
諸
侯
皆
同
於
此
。
必
知
然
者
、
(
O
N
.
い
ざ
.
〇
〇

以
上
、
『
春
秋
左
侍
正
義
』
巻
二
の
中
か
ら
、
明
ら
か
に
誤
っ
た
句
読
と
思

わ
れ
る
例
を
九
例
挙
げ
た
。
一
斑
を
見
て
全
豹
を
知
る
の
は
困
難
な
こ
と
で
あ

ろ
う
が
、
「
分
段
本
」
　
の
句
読
の
正
確
さ
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
推
測
で
き

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
本
稿
表
題
の
通
り
の
管
見
に
よ
る
極
め
て
概
括
的
な

印
象
で
は
あ
る
が
、
こ
と
句
読
に
関
し
て
い
え
ば
、
「
標
点
本
」
が
「
分
段
本
」

に
や
や
勝
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
国
学
の
伝
統
が
途
絶
え
る
こ
と
の
無
か
っ

た
で
あ
ろ
う
「
分
段
本
」
　
に
期
待
し
た
の
で
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
残
念
な
結
果

で
あ
っ
た
。
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中
国
と
台
湾
と
で
同
時
に
　
「
十
三
経
注
疏
」
　
の
校
点
本
が
出
版
さ
れ
た
こ
と

は
、
伝
統
的
な
経
学
分
野
の
み
な
ら
ず
、
中
国
学
世
界
の
一
大
慶
事
で
あ
る
。

『
春
秋
正
義
』
の
国
訳
を
意
図
し
、
『
春
秋
正
義
』
の
校
定
本
を
作
成
中
の
筆

者
に
と
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
心
躍
る
が
ご
と
き
事
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
札
記
で
検
討
し
た
結
果
を
も
と
に
し
て
の
率
直
な
感
想
を
申
し
述
べ
る

と
す
る
な
ら
、
こ
の
た
び
の
校
点
本
の
出
来
栄
え
は
、
「
標
点
本
」
　
「
分
段
本
」

と
も
に
、
か
つ
て
の
　
「
校
点
本
二
十
四
史
」
　
の
水
準
に
は
達
し
て
い
な
い
、
と

評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
疏
」
　
文
の
校
定
・
読
解
は
や
は
り
容
易
で
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
　
「
標
点
本
」
　
「
分
段
本
」
　
の
両
校
点
本
を
比
較
し
た
結
果
、
校
定
文

の
正
確
さ
の
点
、
ま
た
句
読
の
正
確
さ
の
点
、
「
標
点
本
」
が
　
「
釈
文
」
を
傍

注
の
形
に
し
て
本
文
と
区
別
し
た
こ
と
　
(
こ
れ
は
好
み
の
問
題
に
属
す
る
か
も
し

れ
な
い
が
)
、
「
分
段
本
」
　
が
引
書
の
引
用
部
分
を
表
記
し
な
い
と
い
う
欠
陥
を

持
つ
こ
と
等
、
「
分
段
本
」
　
の
形
式
の
利
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筆
者
は
　
「
標

点
本
」
　
の
方
に
や
や
分
が
有
る
よ
う
に
思
う
。
「
分
段
本
」
　
を
前
に
し
て
本
札

記
　
(
六
)
　
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
(
四
)
　
(
五
)
　
ほ
ど
に
は
熱
意
が
持
て
な

か
っ
た
こ
と
を
告
白
し
て
お
こ
う
。

さ
て
本
札
記
　
(
三
)
　
(
四
)
　
(
五
)
　
で
指
摘
し
た
不
備
の
存
在
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
今
後
、
こ
の
二
つ
の
校
点
本
が
　
「
十
三
経
注
疏
」
　
の
定
本
と
な
る
こ
と

は
充
分
に
予
想
さ
れ
る
し
、
ま
た
定
本
と
な
り
得
る
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
上
述
し
た
少
な
か
ら
ざ
る
不
備
の
存
在
の
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
利
用
す
る
に
際

し
て
は
、
我
々
は
い
ま
一
度
院
刻
本
に
立
ち
返
っ
た
う
え
で
、
さ
ら
に
先
学
の

諸
業
績
に
敬
意
を
払
い
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
自
分
の
目
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

)
)

(
本
稿
は
平
成
十
四
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
2
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
)




